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検
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独
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あ
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ど
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の
発
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ま
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ト
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ン
ゲ
ル
'ス
に
よ0

て
発
展
せ
し
め
ら
れ
た
ド
イ
ツ
、M

者
政
党
の
た
め
の
戦
略 

的
、.戦
術
的
主
題
、
'第
六
章
一
八
六
六
年
の
危
機
に
ぉ
け
る
ド
イ
ツ
民
主
共 

和
国
を
め
ぐ
る
リ

I
プ
タ
ネ
ヒ
V
と
べ

I
ベ
ル
の
闘
ぃ
、
第
七
章
、
V—

プ
ク 

ネ
ヒ
ト
と
べ

I
ベ
ル
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
労
働
者
：̂

の
独
立
へ
め
途
、：

へ
第 

八
章
談
民
官
と
し
て
の
リー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
と
べ
ー
べ
ル
の
活
動
、：
第
九
寧 

金
ド
イ
ツ
1

総
同
盟
の
最
善
の
努
カ
に
よ
る
タ
ユ.

ヮ
’
イ

ツ

ァ

の

孤

立

化

の

た 

め
の
闘
い
、
第

±
平

ー

.八
六
九
年
、
ア
イ
ゼ
チ
ッ
ぐ
に
お
け
る
社
会
民
主
労 

働
者
党
の
建
設
、
附
録
で
あ
る
。
，
 

'
.

.す
で
にS

次
を
一
瞥
し
た
だ
け
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
著
者
が
こ
の
書
の
な 

か
で
と
り
あ
つ
か
？
て
い
る
時
代
、
す
な
わ
ち一
八
六
ニ
年
か
ら一

八
.六
九
年 

ま
で
の
ド
イ
ツ
の
運
動
は
、
緊
急
に
解
決
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
て
い
る

® 

本
的
に
重
要
な
い
く
つ
か
の
課
題
に
直
面
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

そ
れ
は
第
一
’に
、
ド
イ
ツ
社
会
主
義
お
よ
び
労
動
の
内
部
に
根
強
く
そ
の 

勢
力
を
張
っ
て
い
た
ラ
ッ
サ
丨
ル
主
義
の
克
服
、
第
一
一
に
ド
イ
ツ
統
一
の
重
大 

な
障
害
と
し
て
の
反
動
勢
力
プ
ロ
イ
セ
.ン
ハ
丨
ビ
ス
マ
ル
ク

)

と
，.

の
..

闘
争
、
第 

三
に
、
ド
イ
ツ
の
共
和
主
義
的
統
一
の
た
め
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
者(

丨
小 

市
民
的
民
主
主
義
者)

と
の
共
同
P

、
'そ
し
て
罾
^
に
せ
#
ま
«

^

_

^
双 

党
の
建
設
の
問
題
で
あ
る
。
著
者
が
正
し
.く
指
摘
し
、て
い
る
よ
う
に
、f

イ
ギ 

リ
ス
の
^
働
砠
動
は
、
経
済
的
闘
争
の
意
義
を
過
大
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
傾 

向
が
+ 乂
配

的

で

あ

.る

の

に

、

>

イ
ツ
の
労
働
運
動
の
場
合
は
、
経
済
闘
争
を
過 

小
評
価
し
よ
う
.と
す
る
危
険
性
が
あ
っ
た
。

A
JVV
う
の
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て 

は
、
そ
の
内
部
に
行
な
わ
れ
る
と
と
.ろ
'の
統1.

蓮
動
に
よ
っ
て
、
は
と
ん
ど
ま

五
ニ
：(

九
八
六)

.
っ

た

く

そ

の

力

が

っ

“ぃ
や
さ
れ
る
.■か

ら
で
あ
る」

(S
.

日

)

。
こ
れ
は
ま
こ
ム

に
先
進
国
イ
ギ
リ
ス
と
お
く
ル
た
資
本
主
義
国
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
識
動
の

特
徵
の
ち
が
い
を
最
も
明
瞭
に
表
現
し
て
い
る
。：

こ
：の
時
代
に
お
い
て
労
働
者
階
級
の
さ
し
あ
た
っ
て
の
目
標
は
、
封
建
的
絶

対
主
義
的
な
支
配
権
力
と
の
容
赦
の
な
い
果
敢
な
闘
い
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
？
こ
の
よ
ぅ
な
立
場
か
ら
、
：：第1

章
に
お
い
て
は
、f

八
四
八
年
の
ド
イ

ツH1

月
#

^
か
ら
一
八
六
.〇
年
代
ま
で
の
労
働
者
階
級
の
成
長
に
つ
い
て
の

べ
ら
れ
て
い
る
。
:'
ー
八
五
九
年
の
'秋
以
来
、
プ
ロ
シ
ヤ
を
先
導
と
す
る
国
民
的 

:

.

統

.一
の
機
関
と
：し
て
、
国
民
協
会(National-yerein)

が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ 

I

、
そ
れ
も
と
く
に
小
国
家
か
ら
の
ブ
ル
ジ
〒
ア
的
代
表
者
に
よ
っ
て
組
織
さ 

れ
て
お
り

、

.か
の
シH

ル
ツ
ヱ
.
デ_

リ
ツ
チ(

g
oげ
a
N
g
l
o
g
u
t
z
s
c
l
l

)

な

ど
が
そ
の
代
表
的
な
指
導
者
で
あ

っ

た
。
ブ
ル
ジ
.''
3

ア
的
な
改
良
主
義
者
の
影 

響
の
も
と
に
、
労
働
者
階
級
は
、
数
多
く
の
労
働
者
教
龙
M
会

(Arbeiter- 

blldungs-verein)

を
各
地
.に
.建
設

し

、

こ

れ

を

通

じ

て

相

互

連

帯

の

意
！！

 

に
め
ざ
め
：て
い
っ
た
。
と
り
わ
.け
工
場
労
働
者
の
階
級
意
識
の
め
ざ
め
に
脅
威 

を

感

ず

る

ブ

.：
ル
ジ

.ョ；ア
民
主
主
義
者
と
労
資
の
階
級
対
立
を
隠
蔽
し
よ
ぅ
と
す 

る
シ
ュ
ル
ッ
エ
ー
：
•
デ

ー

リ

ッ

チ

主

義

者

に

た

い

し

て

、

フ
，
ァ
ル
，
タ

イ

ヒ

(Julius 

v
a
M
t
e
i
c
h
)

や 
口 
ス
メ
；
ス

！フ~ (Emil Adol

H>R
O
B
m
s
B
l
e
r
)

等
は
、
従 

来
の
相
互
扶
助
的
階
級
協
調
的
な
労
働
者
雙K

か
ら
ぬ
け
で
て
ハ
一
八
六
ニ
年 

本
霞
的
に
労
働
組
合
的
な
協
会「

前
進」

を
組
織
し
た
の 

で
.あ
っ
て
、
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
労
働
運
動
の
発
展
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
進
歩
で 

あ

っ
た(

s
s
,
I
4
-
l
a
。
：'

マ
ル
ク
さ
主
義
の
影
響
を
5
け
な
い
こ
の
組
合
は
、

革
命
的
で
も
社
会
主
義
的
で
も
な
く
、
.老
齢
年
金
制
、
営
業
の
自
由
、
移
動
の 

自
由
な
ど
の
日
常
的
な
問
題
に
つ
い
て
要
求
し
て
い
た
ハgg. 

M
t
s
oや
が 

て
ボ
ナ
パ

ル
テ
ィ
ズ
ム
の
再
現
と
し
て
の
ビ
ス
；マ
ル

ク
的
生
産
組
合
や
シ
土
ル 

ツ

H

 

•デ
I
リ
ッ
チ
式
協
同
組
合
、
ブ
ル
ジ

3

ア
政
党
進
歩
党
な
ど
の
上
か
ら 

の
妥
協
懐
柔
政
策
と
こ
れ
と
の
闘
い
の
過
程
の
な
か
で
、
、フ
ヱ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
，
 

ラ
ッ
サ
I

ル

(Ferdinand L
a
s
s
a
l
l
e
)

に
よ
っ
て
、
一
八
六
三
年
五
月「

全 

ド
イ
ッ
労
働
者
：̂41」

Q
e
r

 

A
l
l
g
e
m
e
i
n
e

 

D
e
u
t
s
c
h
e

 

Arbeiter- 

<5e
r
e
i
n
)

が
結
成
さ
れ
、
ド
イ
ツ
勞
_
運
動
は
、
こ
こ
に
労
働
者
階
級
の
政
党 

樹
立
の
た
め
の

1

の
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
。

第
一一

章
で
は
、全
ド
イ
ツ
労
働
者
繁
に
巣
喰
う
ラ
ッ
サ

I
ル
主
義(

性
格
と 

し

て

俗

物

主

義•貴
族
主
義
、
政
策
的
に
は
ビ
ス
マ
ル
ク
と
の
妥
®

合
、
理 

論
的
に
混
乱
し
て
い
た)

の
克
服
の
た
め
に
努
力
す
る
リ
ー
プ
1ク
ネ
ヒ
ト
に
づ 

い
て
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。

一
八
六
ニ
年
三
月
、
ギ
ー
セ
ン
の
官
吏
の
息
子
に
生 

ま
れ
た
彼
は
、
ギ
ー
セ
ン
、
ベ
ル
リ
ン
お
よ
び
マ
ー
ブ
ル
ク
の
各
大
学
で
そ
れ
ぞ 

れ
言
語
学
、
神
学
お
よ
び
锊
学
を
お
さ
め
た
が
、

一
八
四
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
ニ 

月
^
^
お
よ
び
ド
イ
ツ
三
に
深
く
動
か
さ
れ
、
ド
イ
ツ
国
憲
法
闘
争
に 

ジ
ャ

ー

ナ
リ
ス
ト
と

^
㈣
に
兵
士
と
し
て
闘
う
過
程
を
通
じ
て
、

マ
ル
ク
ス
お 

よ
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
相
識
り
、
共
産
主
義
の
洗
礼
を
う
け
,̂
)
に
至
：？
た
。(SS. 

CO
3丨34

)
0

彼
の
使
命
は
ド
イ
ツ
労
働
運
動
に
独
裁
的
に
君
臨
す
る
ラ
.ッ
サ
ー
ル 

主
義
の
苋
服
、
と
く
に
ビ
ス
マ
ル
ク(

国
王
を
と
り
ま
く
絶
対
主
義
勢
力)

と 

の
協
調
の
も
と
に
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
を
打
倒
し
よ
う
と
す
る
戦
術
的
誤
謹
の
打

後
維
者

'ゾ
ユ
ワ
イ
ツ
ア

^
0げ
印
目

3
以
^
1
3け
8昏
苟

^

玲̂)

の
、
ビ
ス
マ 

ル
タ
へ
の
よ
り

.一
層
の
接
近
に
よ
っ
て
、
全
ド
イ
ツ
労
働
者
^

の
へ
.ゲ
モ
ニ 

丨
.を
め
■.ぐ
る
一
フ
<ツ
..サ
ー
.ル
主
義
と
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
に
よ
■っ
て
代
表
さ
れ
る
マ 

ル
ク
ス
主
義
.と
の
，闘

争

が

激

化

し

た

。

:
第
三
章
お
よ
び
第S

章

に

：お

い

て.は、
ー
'八
四
〇
年
、：
プ
ロ
イ
セ
ン
の
下
士 

官
の
息
子
と
し
て
兵
営
の
ゲ
か
で
生
ま
れ
た
べ
ー
ベ
ル
は
、
長
じ
て
旋
盤
工
と 

'な
り
、南
ド
イ
ツ
お
よ
び
オ
！
ス
ト
リ
ア
の
洛
地
を
適
歴
し
て
、
ー.八
六
〇
¥

一
 

'一
歳
で
、
当
時
、
共
和
主
義
的
伝
統
の
根
強
い
ザ
ク
セ
ン
州
の
首
都
ラ
イ
プ
ツ 

ィ
ヒ
に
至
り
、
ン
の
地
の
ブ
ル
ジ
' ョ
7
民
主
主
義
蓮
動
に
参
加
す
る
う
ち
に

、
自
 

由
主
義
的
な
民
主
主
義
者
か
ら
革
命
的
民
主
主
義
者
に
成
長
し
、
.や
が
て
リ

I 

プ
ク
ネ
ヒ
ト
を
通
じ
て
，マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
な
っ
た
。
リ

~

プ
ク
ネ
ヒ
ト
と
べ 

—

ベ
ル
と
は
、
前
者
は
主
と
し
て
ド
イ
ツ
統
一
と
い
.う
国
民
的
課
題
に
、
労
働 

者
階
級
の
力
を
い
か
に
し
て
結
集
す
る
か
と
い
う
問
題
、
後
者
は
：
、一
八
?

一
 

年
以
来
ザ
ク
セ
ン
の
脅
働
者
教
！

の
指
導
者
と
な
り
、
と
も
に
社
会
主
義 

•政
党
樹
立
の
た
め
の
_

に

専

心

し

，た

。

一

八

六

五

年

、ま

る
べ
き
プ
ロ
シ 

ア

•
オ
ー
ス
ト
リ
ア
戦
争
の
危
機
を
前
に
し
て
、
ド
イ
ツ
統
一
ベ
の
要
求
は
昂 

ま
ゥ
た
。
従
来
ド
イ
ツ
統
一
を
.め
ぐ
っ
て
ニ
つ
の
異
な
っ
た
主
張
が
.あ
ゥ
た
。
 

ひ
と
つ
は
、
プ
ロ
シ
ア
中
心
の
大
ド
イ
ツ
主
義
で
あ
り
、
後
者
は
オ~

ス
ト
リ 

ア
を
中
心
と
し
、
ブ
ロ
シ
ア
を
除
外
す
る
小
ド
イ
ツ
主
義
で
あ
る
。

一
八
四
八

年
の
ド
イ
.ツ
三
月
革
命
に
敗
退
を
余
顧
な
く
さ
れ
て
い
た
南
ド
イ
ツ
諸
州
の
民 

主
主
義
者
の'蓮
動
は
、
。フ
'ロ
シ
ナ
を
中
心
と
す
る
电
央
集
権
的
な
ド
イ
ツ
統

一
.

破
、
そ
し
て
■マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
改
宗
で
あ
っ
た
が
、
ラ

r
サ
I
ル
の
.死
後
、

に
強
く1£

{対
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
。フ
ロ
シ
ア
の
ブ
ル
ジ
-H
ア
.政
觉
で
あ
る
進

.
 

•
 

.

書
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班
党
の
力
が
弱
い
た
め
、
ビ
久
マ
.ル
，
ク

め

圧

力

4

よ

?
て

国

民

的

な

統

』

：
運

動
 

の
先
頭
に
兑
つ
こ
^
が
で
き
な
か
.っ
た
し
、
':労
$

階
級
も
ま
た
菅
猶
な
政 

党
を
欠
い
て
い
た
た
め
に
、へ
国
民
的
な
統
一
：の
た
め
の
：闘
い
.の
な

.か

マ

指

導

権 

を
撃
握
す
る
と
と
が
で
き
な
か

'
?た

(

g
s
,
y
-?
-<
J
a。
リ
'丨
プ
タ
ネ
ヒ
.ト
と
ベ 

I
ベ
ル
に
と
っ
て
は
、：：ー
方
に
お
.い
へ

て

ド

イ

ツ

め

国

露

統

一、

他

方

に

お

い

で 

労
働
者
階
級
に
よ
る
^

g

政
党
の
結
成
#
焦
肩
の
'急
務
と
な

.つ
た
の
.で
あ
：っ 

て

、

前

者

は

後

者

の

必

須

の

：前

提

で

あ

っ

た

。
，
労
、
働

者

階

級

は

絶

対

主

義

#

力 

を
打
倒
し
、
国
民
的
統
一
'を
実
現
す
る
た
め
に
、
小
ブ
ル
ぶ
ョ
：
T
民

主

主

義

者 

(Klelnb

c:rg,erliciler D
e
i
k
r
a
t
Y

と
の
統一

戦
線
の
結
成
、
革
命
的
労

.
 

働
者
政
党
の
結
成
の
た
め
.の
ラ
ッ
サ
ー
ル
主
義
と
の
た
た
か
い
'を
同
時
.に
.お
し 

す
す
め
な
.が
ら

、

し

か

も

小

ブ
.ル
ジ
3:
ア
民
主
主
義
者
と
の
共
同
闘
争
の
限
界 

を
明
確
に
把
掲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
.つ
た
。
こ
ぅ
し
た
困
難
な
問
題
の
解
決 

の
た
め
に
、

マ
ル
ク
ス
主
義
が
ド
イ
ツ
^

1
階
^
に
浸
透
す
る
必
然
性
が
，あ 

っ
た
。 

.
:

第
五
章
お
よ
び
第
六
章
に
お
.い
て
は
、
I英
囯
に
お

」

け
る
マ
'ル
ク
ス
お
よ
び
エ 

ン
.
ゲ
.
ル
ス
.
の

努

力

に

よ

る

第

一

イ

ン

タ

.，丨
ナ‘ゾ
ョ

ナ.ル
.の

結

成

を

契

機

と

す

る 

国
際
的
社
会
主
義
運
動
の
発
展
に
呼
応
し
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
影
響
を
脱
却
.
 

し
た
独
立
の
労
働
者
組
織
の
建
設
が
.要
求
^
れ
た
の

で

あ

っ

た
が
、「

4
ド
イ 

ツ
労
働
者
®

其
の
セ
タ
ト(

ラ
ッ
サー

ル
主
義
者)

.が
、
.ド
イ
ツ
労
働
蓮
動
に 

+乂
配
的
で
あ
る
限
り
は
、：
ド
イ
ツ
の
労
働
若
階
級
か
ら
は
、
独
立
の
歴
史
的
行 

動
は
何
物
も
期
待
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る(SS. 85190

)
。

一
 
八
六
六
年
の 

初

頭

.、

プ

ロ

シ

ア
*
オ~

ス
ト
リ
ア
戦
争
の
危
機
の
深
ま
っ

て
ゆ
く
な
か
で
、

.

ビ".ス
：； .

マ
ル-.

ク
に.

よ
る̂

イ
..ツ
の
プ
ロ

.

.

シ.

ア
化.

と
オ
.丨
ス

.

.
■>

リ
T
.

の
締
め
出
し
に

慕

す

る

小

布

霜

級

の

運

蒙

全

国

的

に

わ

き

お

：
こ
，
り

、

.:
:と

く

に

近

代

エ

業 

:の
発

展

し

た

ザ

ク
. ：

セ
：
ス

に

お

ふ

て

は

、
：：_

と

し

て

小

市

民

的

介

意

識

に

と

ら 

わ

れ

て

い

た

と

は

ぃ

え

ヽ

者

が

：そ

の

蓮

動

の

先

頭

に

立

っ

；
た

0
.
三

月

革

命 

‘

«
体

験

者

、

革

命

的

民

、王

主

義

者

..エ
ツ

ヵ

ル.ト
；

(Ludwig, E
c
k
a
r
d
t
)：

は

、 

ド

イ

ツ

の

統

一

：
に

は

I:

一
.つ
：の
途
が
あ
る
。「

ひ
と
：つ
は
、血
と
鉄
に
よ

る

権
力
の 

方
法
に
よ
？
て

、
.侵
略
愁
に
も
え
：る
支
配
者
に
よ
る
上
か
ら
の
統
一
で
あ
り
、

.

fi
f
eは
、
下
か
ら
す
る
人
民
に
よ
る
統
一
で
あ
る

」

と
の
べ

た

が

(gg, 95196
)
、 

下
か
ら
の
統
一.の
た

め
'の
国
民
会
議
が
、

一
八
六
六
®

f

一
一

 

五
日
お
よ
び
一
一 

六
日
、
' ド
1/
'ス
デ
ン
.で
開
か
れ
た
。
：
席
上
べI
ベ
ル
は
：、
労
働
者
の
共
同
闘
争 

を
宣
言
し
、.こ
の
大
会
.に
関
連
し
て
、'ラ
ィ
ブ
.ツ
ィ
ヒ
、
ド
レ
ス
デ
ン
、
ゾ
ェ 

ム
ニ
. 

'ツ
、
ゲ
ー
ル
リ
ツ
ツ
な
ど
の
労
働
者
教
育
協
会
の
代
表
者
と
全
ド
イ
ツ 

労
働
総
同
盟
の
指
導
者
が
.つ
ぎ
の
よ
ぅ
な
決
讓
を
し
た
こ

と

、
は
.重
要
で
あ
る
。 

す

な
わ

ち

、

i

p

s

-民
主
的
な
団
お
よ
び
集
会
の
権
利
、
移
動
の 

自
由
、
営
業
の
自
由
、.旅
行
制
限
の
廃
止
、
学
制
改
革
の.制
定
、
国
家
に
よ
る 

学
校
の
維
持
、
賃
金
問
題
、；
疲
病
お
よ
び
救
i

金
の
規
定

」
_

な
、どで
あ
る 

(S. 
96 〕

。 

'
 

.

こ
.の
蓮
動
は
、
小
市
民
階
級
の..不
統
.
.一
お
よ
び
無
気
力
そ
し
て
さ
ら
に
.プ
ロ

レ

タ

リ

ア

.丨

ト

に

■
た

い

す

.る猜
疑
に
.よ

っ
て

-

-
-
-
-

た

と

え

は

リ

ー

プ
ク

ネ

ヒ

ト

が
オ
.
1ス
ト
リ
ア
に
よ
っ
て
貿
収
さ
れ
て
ぃ
龙
と
考
え
る
よ
ぅ
な

----

失
敗
に

終
ゥ
た
。
ビ
ス
マ
ル
ク
の
勝
利
に
婦
し
た
の
で
あ
る
。

第
七
章
以
下
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
労
働
組
合
蓮
動
を
支
配
し
て
い
た
ラ
ッ
サ

I
ル
主
義——

シ
ュ
ヮ
ィ
ツ
ァ
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る

一

-
に
対
し
て
、

マ
ル 

ク
ス
お
よ
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
っ
て
指
導
さ
.れ
た
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
と
ベ
ー
ベ 

ル
が
ど
..の
よ
ラ
に
‘克
服
し
よ
う
と
し
た
.か
、
そ
し
て

.一
八
六
九
年
、
ラ
ッ
サ

I 

ル
主
義
に
対
抗
し
て
労
働
者
階
級
に
よ
る
$

的
改
党
社
会
民
主
労
働
党
を
建 

設
す
る
ま
で
の
過
程
を
克
明
に
描
い
て
い
る
。
そ
.の
全
部
に
わ
*
っ
，て
紹
介
す 

る
余
裕
は
な
い
が
、
本
書
は
要
す
る
に
黎
明
期
の
ド
ィ
ツ
労
働
運
動
と
社
会
主 

義
連
動
に
関
す
る
注
m
す
べ
.者
労
作
で
あ
る
。
と
く
に
.リ
ー

プ

ク

.
ネ

ヒ

ト

お

よ 

び
べ
ー
べ
ル
と
い
う
ニ
人
の
巨
人
の
動
き
を
通
じ
て
、
ブ
ル
ジ

3
ア
民
主
、芏
義 

蓮
動
と
の
.関
係
を
重
視
し
た
こ
と
は
卓
見
で
あ
り
、
苦
悶
し
つ

0
あ
っ
た
ド
ィ 

.
ツ
，
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
国
民
：

T

へ
の
赚
烈
な
要
求
と
.の
関
連
に
お
い
：て 

f

的
な
労
働
者
階
級
の
運
動
の
.發
展
を
把
握
し
た
こ
と
は
一
層
教
i!
[
的
で
あ 

ろ
う
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
分
析
的
な
叙
述
よ
り
も
記
述
的
説
明
的
な
部
分
が 

多
く
、
や
や
冗
漫
に
流
れ
る
点
も
里
乂
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
い
ま
ひ
と
つ
、

ラ
ッ
サ
ー
ル
主
義
に
対
す
る
評
価
の
.問
題
で
あ
る
。
そ
の
，反
動
的
，
小
市
民
的 

性
格
を
指
摘
す
る
こ
と
は
絶
対
に
必
要
で
知
る
が
、
そ
れ
よ
同
時
に
、：
じ
か

^
 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、a

t
-、

ラ
ッ
サ

.

丨
ル
主
義
が
根
^

ド̂
ィ
ツ

労
働
者 

階
級
に
浸
透
し
、
そ

0-
容

暴

に

拭

い

が

た

い

痕

跡

を

，印

し

た

の

.：は
何
故
が
、
：
0 

ま
り
ラ
ッ
サ
I
ル
:主
義
に
た
い
す
る
客
観
的
な
分
f

ほ
と
ん
ゼ
み
ら
れ
な
ぎ 

'
っ
た
こ
と
は
残
念
で
^
る
。
.

1
.
1
.

九
：五
九

-.
九
.
.办——

.

ベ

.'
:

:
，

(

飯

田

' 

鼎)

'
.
.

書評及び細介

「

:
.エ.リ
ザ
ベ
ス
•..ア
イ
ゼ
ン
ス
タ
イ
ン
蕃

: .『

最
初
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